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筑
波
大
学
の
活
動
報
告

ガ
ー
ナ
の
学
生
招
へ
い

看
護
分
野
の
先
端
技
術
学
ぶ

筑
波
大
学
医
学
群
看
護
学
類
は
今
年
２
月
４
日
〜

10
日
の
７
日
間
、
ガ
ー
ナ
の
大
学
・
専
門
学
校
で
看

護
学
を
学
ぶ
学
生
と
教
員
、
計
６
名
を
招
へ
い
し
、

本
学
の
学
類
生
・
大
学
院
生
・
教
員
と
と
も
に
「
母

子
保
健
を
中
心
と
し
た
看
護
分
野
に
お
け
る
日
本
の

先
端
技
術
に
つ
い
て
学
ぶ
体
験
交
流
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
本
学
に
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
留
学
生
が
多
数

在
籍
し
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
学
生
会
と
い
う
組
織
が

存
在
し
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
の
組
織

の
代
表
者
で
あ
る
ガ
ー
ナ
出
身
の
留
学
生
と
教
員
と

の
対
話
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

■
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
の
訪
問

筑
波
大
学
附
属
病
院
（
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
）
、
な
な
い
ろ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
分
娩
入
院
施
設
、
院
内
助
産
院
、
産
後
ケ
ア
施

設
）
、
助
産
院
ナ
カ
ヨ
シ
、
つ
く
ば
市
子
育
て
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
の
合
計
４
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
育
児
支
援
の
実

際
を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
訪

問
診
療
・
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
・
有
料
老
人
ホ
ー

胎児超音波診断ファントムを用いた妊婦の超音波診断の演習

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
405
回

＝
特
別
連
載
＝

岩田	裕子
（筑波大学
医学医療系准教授
医学群看護学類
国際交流委員長）

ム
等
を
経
営
し
て
い
る
施
設
と
し
て
メ
ド
ア
グ
リ
ケ

ア
を
訪
問
し
、
施
設
入
所
者
に
提
供
さ
れ
る
日
本
食

を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

■
母
子
保
健
を
中
心
と
し
た

看
護
教
育
研
究
に
つ
い
て
の
講
義
と
演
習

日
本
の
看
護
師
・
助
産
師
・
保
健
師
教
育
、
母
子

保
健
に
関
す
る
世
界
の
動
向
に
つ
い
て
の
講
義
を
通

し
て
、
両
国
間
の
共
通
点
と
違
い
に
つ
い
て
討
議
し

ま
し
た
。
ま
た
、
乳
房
モ
デ
ル
を
用
い
た
授
乳
ケ
ア
、

新
生
児
モ
デ
ル
を
用
い
た
日
本
式
の
沐
浴
、
分
娩
介

助
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た
分
娩
介
助
、
胎
児
超
音

波
診
断
フ
ァ
ン
ト
ム
を
用
い
た
妊
婦
の
超
音
波
診
断

の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
乳
房
モ
デ
ル
の
装
着
は
初

め
て
の
経
験
と
い
う
こ
と
で
、
新
生
児
モ
デ
ル
を
各

自
が
抱
っ
こ
し
な
が
ら
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
横
抱
き
、

交
差
横
抱
き
、
縦
抱
き
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
抱
き
）
の

演
習
を
楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
日
本
文
化
の
紹
介
・
体
験
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宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
、
浅
草

浅
草
寺
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
満
員

電
車
、
日
本
食
（
特
に
苺
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た

そ
う
で
す
）
、
降
雪
と
寒
さ
の
経
験
も
、
招
へ
い
者

に
と
っ
て
は
貴
重
な
文
化
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

■
研
修
成
果
発
表

最
終
日
に
は
、
ガ
ー
ナ
の
看
護
教
育
の
歴
史
と
現

在
に
つ
い
て
等
の
内
容
を
含
む
研
修
成
果
を
発
表
し

て
も
ら
い
、
両
国
の
学
生
・
教
員
間
で
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
招
へ
い
者
か
ら
は
、
「
日
本
人
の
平

均
寿
命
が
長
い
事
や
、
妊
産
婦
死
亡
率
の
低
さ
な
ど

の
背
景
に
あ
る
工
夫
が
知
り
た
い
」
「
予
防
接
種
の

実
施
者
は
誰
か
」
等
の
質
問
が
あ
る
一
方
で
、
本
学

の
学
類
生
・
大
学
院
生
・
教
員
か
ら
は
、
ガ
ー
ナ
の

病
院
環
境
や
看
護
教
育
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
に
は
、
駐
日
ガ
ー
ナ
公
使
と
参
事
官
、
本

学
の
副
学
長
と
国
際
担
当
の
教
員
も
参
加
し
、
将
来

的
な
国
際
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
感
想
と
し
て
、
本
学
か

ら
は
、
「
ガ
ー
ナ
の
母
子
保
健
に
つ
い
て
日
本
と
の

違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
同
世
代
の
ガ
ー
ナ

人
と
交
流
出
来
た
」
等
の
肯
定
的
な
も
の
の
他
に
、

「
英
語
の
訛
り
を
理
解
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
ガ
ー
ナ
や

ア
フ
リ
カ
へ
の
関
心
、
国
際
交
流
や
海
外
留
学
へ
の

関
心
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
、
国

際
的
な
視
野
や
経
験
の
深
ま
り
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
招
へ
い
者
か
ら
は
、
「
両
国
の
看
護
教
育
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
有
意

義
だ
っ
た
」
「
国
際
的
な
視
野
が
深
ま
っ
た
」
「
日

本
へ
の
留
学
や
就
職
を
選
択
肢
と
し
て
考
え
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
、
ガ
ー
ナ
か
ら
の
招

へ
い
者
に
「
母
子
保
健
を
中
心
と
し
た
自
国
の
問
題

を
外
の
視
点
で
捉
え
直
し
、
母
国
の
課
題
解
決
に
向

け
た
よ
り
具
体
的
な
筋
道
を
考
え
る
機
会
」
を
提
供

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
選
択
肢
と
し
て
、
日
本
の

大
学
へ
の
留
学
を
具
体
的
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
貢

献
し
ま
し
た
。
日
本
人
学
生
に
対
し
て
は
、
日
本
の

母
子
保
健
が
世
界
的
に
は
「
当
た
り
前
」
で
は
な
く
、

途
上
国
の
制
約
条
件
下
で
ど
う
す
る
か
を
具
体
的
に

考
え
る
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

両
国
の
参
加
者
に
と
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
動
機
づ
け
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

■
今
後
の
展
望

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
間
も
な
く
、
招
へ
い
者
か

ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を
要

望
す
る
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
よ
り
多
く

の
ガ
ー
ナ
の
学
生

に
日
本
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
に
つ
い
て
の

情
報
を
共
有
し
、

双
方
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

企
画
し
、
４
月
に

実
施
し
ま
し
た
。

ガ
ー
ナ
か
ら
は
２

０
９
名
、
筑
波
大

学
か
ら
は
19
名
が

参
加
し
、
活
発
な

討
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
二

国
間
交
流
の
さ
ら

な
る
活
発
化
、
協

力
関
係
の
構
築
を

目
指
し
て
、
文
化

交
流
や
技
術
交
流

を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

駐日ガーナ公使が出席するなかで行われた閉会式

医学群看護学類生がガーナからの招へい者の質問に答えた




